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4/17自治労県職労春闘要求回答交渉に向けて

過重労働撲滅～総労働時間短縮に向けた実効ある対策の提示を！

「適正な人員配置」「効率的な仕事の進め方」など、総合的対策で働き過ぎをなくそう！

過重労働の撲滅に向けて
　自治労県職労は、2015春闘において当局に対して次の点を要求しました。
○グループウエアを活用した「在庁時間」の把握。

○基本要求で確認した、実効ある労働時間短縮策の

当局案の提示。

○長時間・過重労働職場への適正な人員配置。

○内向きな仕事の抜本的な改革。

○これらの総合的な過重労働対策を実行に移すため

に、組合との議論の場を設置する。

また、人事委員会に対しても、厚生労働省が今年

1月から実施している「月100時間超の残業が行われている事業場等に対する監督指導の徹底」など、労働基準監督機能の発揮を求めました。

職場は悲鳴をあげている！
4月に入って現場からは、「メンタル不全で休んでいる職員もおり、仕事量がどんどん増えている」「再任用のポストに職員が配置されず、現在欠員状態になっている」「正規職員が減らされ、臨任・再任用・非常勤職員が過度な事務を行っている」などと、窮状を訴える声が多数あがっています。

この間の不適正な人員削減が、長時間過重労働を恒常化し、メンタル問題をも引き起こしています。

長時間労働対策は喫緊の課題！
厚生労働省では、今年1月から過重労働対策をさらに強化しており、労基署も監督を強化しています。

その取組みのひとつとして、「月100時間超の残業が行われている事業場等に対する監督指導の徹底」があげられています。

監督の結果、違反・問題等が認められた事業場に対しては、是正勧告書等を交付し、指導するとあります。また、法違反を是正しない事業場は、送検も視野に入れて対応し、送検した場合には企業名等を公表するとしています。

実効性ある当局案の提示を！
先月行った春闘要求提出交渉でも、自治労県職労の重点要求の柱である「過重労働の撲滅」について、労務担当局長は、業務の効率化に向けた考え方を示し、総労働時間の短縮について「現実的な取組みを検討中」と回答しています。
4月17日、自治労県職労は2015春闘要求回答交渉を行いますが、当局には、「過重労働の撲滅」に向けた実効性ある対策を早急に提案していただきたいと思います。
☆☆☆組合員の投稿編☆☆☆

神奈川県庁から食堂が消えた・・・
３月３１日で、新庁舎１２階食堂、本庁舎地下そばが閉鎖され、県庁から食堂がなくなりました。また、新庁舎の地下売店も営業を終了しました。
　それから数日たったある日、本庁舎の入り口で観光客らしき３人の女性グループに呼び止められました。
　Ａ「県庁の食堂ってどこにあるの？」
　私「食堂はもうないんですよ」
　Ｂ・Ｃ「えっ！ないの？」
　私「３月いっぱいで閉鎖になったんです」
　Ａ「あら~、ちょっと（前）だったんじゃない」
　Ｂ「じゃあ、どこかお勧めの場所紹介して」
　近くのお店の行き方を説明しながら、みんなで歩き始めました。
　Ｃ「あなたたち、お昼どうしてるの？」
　Ａ「食堂なかったら、大変じゃない。買ってくるの？」
　Ｂ「持ってくるんじゃ大変よね」
　私「お弁当をもってくるか、朝買ってくるか、買いに行くか、食べに出るかですね」
　Ａ「大変じゃない。混むでしょ？」
　Ｂ「めんどうよねぇ」
　Ａ「（お店は）こっちね。教えてくれてありがとう」
　Ｃ「お陰で探さないですんだわ」
　・・・３人組は、めざすお店へと向かいました。
　後から聞いたところによると、県庁に来た業者さんも、地下そばがなくなって困っていたそうです。
　このように、食堂がなくなって困るのは、職員だけではありません。
第一！県庁に食堂１つないなんて、恥ずかしいかぎりです。
　お昼に入るお店を決めていればともかく、そうじゃない人も大勢います。県庁近辺は、いろいろな料理を提供してくれるお店がたくさんあるので、選ぶのが大変です。特に観光に来る人にとっては、「あっちこっち観光したいのに、食事場所が決まらない！」という事態にもなりかねません。そんな時に重宝するのが、役所の食堂です。それがないなんて、観光地として、とても不親切です。
　私は旅行に行くと、そこにある役所の食堂をよく利用します。ランチタイムを逃しても営業していたり、リーズナブルな金額でその土地の料理を食べることができたりして、とても助かっています。
　どんな理由があっても、食堂がないのは大きな問題です。知事の職員に対する「兵糧攻め」ではないか？との声も聞きます。そうじゃないことを証明するためにも、未病対策（栄養不足が病気を招きます）としても、ぜひぜひ、早期に再開してください。
自治労県職連合
バーべキュー

＆潮干狩り

○日　時：５月２３日（土）１１時～

○場　所：横浜海の公園　バーベキュー場

＜アクセス＞ＪＲ根岸線：新杉田駅、または京急：金沢八景駅から、
“金沢シーサイドライン”乗り換え、「海の公園南口駅」下車徒歩5分

○参加費：1家族2,000円、単身1,000円

※　参加人数を把握したいので、希望者は組合事務局までご連絡を！

「2015年度災害ボランティア養成講座」受講生募集

１．講座の目的
　　かながわ勤労者ボランティアネットワーク（Ｖネット）では、不時の発災時に職場や地域で行動できる人材を広く育成しておくことが、社会貢献の一環にもなり、私たち自身の減災や防災にもつながるとの観点から、2005年以降継続的に災害ボランティア養成講座を開催し、これまでに159名の修了生を輩出してきています。

　　また、修了生を対象（任意参加）に、2011年7月に設立した「チームＶネット」には69名が登録し、通年的な被災地ボランティア等に自発的に取り組んでいます。

　　こうした経過を踏まえ、今年度も養成講座を開催します。
２．日程とカリキュラムについて
①５月30日(土)講演「もしも、神奈川で大震災が発生したら！」「災害ボランティアと地域災害ボランティアネットワークの役割」「発災時に役立つ生活用品とその工夫（仮題）」、ボランティア体験報告

②６月13日(土)「日赤救急法救急員養成講習会」

③６月27日(土)「日赤救急法救急員養成講習会」

④７月11日(土)「日赤救急法救急員養成講習会」

⑤７月25日(土)　模擬演習

＊講義時間：①～③9:00～17:00、

④9:00～17:30、⑤9:00～15:30
３．会場：連合神奈川会議室　
(中区山下町24-1　ワークピア横浜４階)
４．募集人員
　　全日程(５日間)に参加できる方を対象に募集人員を30名とし、定員に達した段階で締切り
５．受講料：無料

６．申込み・問い合わせ：自治労県職労事務局
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